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紅藻 フダラク Pachymeniopsis lanceolata   マクサ Gelidium elegans  
褐藻 ワカメ Undaria pinnatifida  アミジグサ Dictyota dichotoma 
緑藻 アナアオサ Ulva pertusa 


















1. シリカゲル薄層プレートの端から 1 cm のところにシリカゲルを削らないように軽く鉛
筆で直線を引く。その直線に、試料をスポットするための印を 4 箇所つける。 
2. 抽出液を毛細管で端から 1 cm の直線上の印の位置につける。抽出液が薄い場合には、
ドライヤーの冷風で乾かしながら繰り返し少量ずつつける。色素の直径があまり大きくな
















  Rf = 各色素の移動距離／展開液の移動距離 
 
レポート作成 
序文：実験の目的、意義など 
材料と方法：自分たちが実際に行ったことを書く。過去形で書くことを薦める。 
結果：客観的事実のみ 
議論と結論：結果より考察、議論できることを書く。他のグループの結果も比較、参考に
せよ。 
反省、感想、さらなる実験の構想 
 
